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村予算の使い道は！？村予算の使い道は！？
選挙から見る現状と課題は？選挙から見る現状と課題は？住民福祉の

向上に向け、
ガンバルっちゅん

伊江村民の平均年齢は？ 51.2 歳
（令和２年 国勢調査より）

問
問 答答

広報紙を読もう 連携企画第１弾広報紙を読もう 連携企画第１弾
問題は伊江島広報「イーハッチャー」11月号に掲載。

答えは議会広報「いえそん」に掲載！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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生年月日 昭和11年10月4日生　86歳
行政区・屋号 西崎区・タルンヤー

名　　前 東 江  長 進
あがり　え  　ちょう  しん

　自宅からデイサービスを利用されています。テー
ファ（ユーモア）でまわりには常に笑いがありま
す。「コロナが落ち着いたら一杯飲みながらカラオ
ケがしたいなぁ」と楽しそうに話しています。

職員からみた長進さん

ドゥンチュイムニ 独り言

（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

抜本的な上水道の漏水対策は？
令和２年３月定例会あの質問・質疑どうなった！？

Good Job

か

書きました！
私が
わたし

を

平
成
30
年
度
の
村
の
年
間
配
水
量

の
内
、
無
効
水
量
の
比
率
は
１

５
・
４
％
と
な
っ
て
村
全
体
の
56
日
分

相
当
の
水
量
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
老

朽
化
し
た
配
水
管
か
ら
の
漏
水
が
無
効

水
量
の
大
き
な
要
因
と
考
え
る
が
、
抜

本
的
な
漏
水
対
策
は
。

質
浄
化
施
設
全
体
の
取
水
、
配
水
量

分
析
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
行

う
。
ま
た
、
年
次
的
に
漏
水
防
止
対
策

計
画
書
も
作
成
し
、
漏
水
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
令
和
４
年
度
に
本

部
、
伊
江
間
の
海
底
送
水
管
を
布
設
す

る
予
定
で
あ
る
。

答
毎
年
、漏
水
防
止
対
策
計
画
を
作

成
し
、計
画
書
に
沿
っ
て
漏
水
対
策

（
配
水
管
の
交
換
）に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
成
果
と
し
て
過
去
５
年
間
の
中
で
無

効
水
量
が
最
小
と
な
っ
た
。

　
令
和
４
年
10
月
18
日
に
本
部
、伊
江
間

の
海
底
送
水
管
を
布
設
。

現

いた「マリーゴールド」令和３年12月撮影50年間に一度の海底送水管の布設工事

　議会広報紙を手に取って頂き誠にありがとうございます。
12月号（№179）から、第20期議会広報調査特別委員会の
活動がスタートします。これまで行ってきた「読者に、よみや
すく、わかりやすく、伝わる、住民参加型」の広報紙作りを引
き継ぎ、新たなメンバーでいろんな企画にチャレンジしてい
きたいと思います。広報委員、議会事務局職員チバユン
ドー！
　これからも年４回発行の議会広報紙「いえそん」をご愛読
いただき、たくさんのご意見・ご感想をお待ちしております。

第20期議会広報調査特別委員会　一同

読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

印刷インキに植物由来の原料を配合して、
温室効果ガスの発生を低減しています。
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!
？

伊江村議会議員選挙の投票率は！？

　議員のなり手不足には、さまざまな要因がある。
議員に「なれない要因」と「ならない要因」がある。

「なれない要因」には、地域が高齢化して選挙運動
を担う層が弱体化していること、兼業禁止規定が厳
格すぎること、「ならない要因」には、議会・議員魅力
が伝わらないこと、伝わったとしても議員報酬の低さ
（条件の悪さ）がある。そして、女性や若者の少なさ
も議員のなり手不足の要因である。（「議員報酬・政
務活動費の充実に向けた論点と手続き」から抜粋）

　離島やへき地になると高齢化が進み、若い世代や女性議員が少
ない傾向にある。本村においても同様で今後の課題である。議会
として「住民報告会」や「子ども議会」の開催、青年会や婦人会など
各団体への説明会を開き、議会・議員へ関心を寄せる仕組みづくり
が求められる。更には、議員報酬等についても検討を重ね、時代に
即し、適応し得る人材育成は村の大きな課題である。
　次期選挙は令和８年。議会としても諸活動を通し、議会議員への
理解を求め活動を展開していく必要がある。住民皆様のご意見や
ご要望がありましたら議員または議会事務局へご連絡ください。

要因は
なんだろう！？

議議会議員会議員のの
「なり手不足」「なり手不足」のの

ここれかられからのの時代時代  若者若者やや女性女性のの進出進出にに期待！期待！

統一地方選挙統一地方選挙から見えるから見える

伊江村伊江村の  の  現状現状とと課題課題は・・・は・・・ 議
員
選
挙

　投票率が伸びたことは、議会・議員に関心を示した数字と言えます。
　しかしながら、今回も女性ゼロ議会（伊江村・伊平屋村・渡嘉敷村・
渡名喜村・北大東村・与那国町）となりました。

投票率76.77％ 前回比1.28％増



※�9月28日現在の町村議会議員定数355人（うち女性議員42人、11.8％）

●�9月11日、県内30町村のうち24町村議会で議員統一地方選挙が行われました。
●317人が立候補し、その結果、272人が当選しました。（下表参照）
●�今選挙では、女性議員や若い世代の当選も多く、議長や副議長に抜

ばっ
擢
てき
される町

村もありました。
●�女性議員は前回選挙の25人より11人増え、36人です。北谷町では19人中7人
の女性議員が誕生しました。
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■ 令和4年9月 町村議会議員統一選挙結果 （令和4年9月20日現在）
町村名 議員

定数
立候補
者数

当選者 投票率（％）�
（前回との差）現職 新人 前職 元職 うち女性議員�

（改選前）
1 国頭村 10 11 8 2 1（1）71.04（-2.34）
2 大宜味村 10 11 7 2 1 2（1）74.48（-5.95）
3 東村 8 10 5 3 1 83.83（-1.26）
4 今帰仁村 11 14 6 4 1 1（1）65.72（-8.00）
5 恩納村 16 20 8 7 1 2 67.65（-0.48）
6 宜野座村 12 14 9 3 1（1） 76.79（3.03）
7 伊江村 10 11 8 2 76.77（1.28）
8 伊平屋村 8 9 6 2 87.62（-1.83）
9 伊是名村 8 9 5 3 1（1） 91.72（0.27）
10 読谷村 19 21 14 5 3（3） 59.49（5.70）
11 北谷町 19 24 14 3 2 7（4） 59.60（5.94）
12 北中城村 14 15 8 5 1 2（1） 61.22（3.60）
13 中城村 16 19 14 2 3（3） 63.20（7.83）
14 西原町 19 22 16 1 2 2（3） 61.99（5.48）
15 南風原町 16 17 9 6 1 4（2） 59.12（6.85）
16 渡嘉敷村 6 8 5 1 87.64（-1.92）
17 座間味村 6 9 4 2 1 89.32（4.45）
18 粟国村 7 9 5 2 1（1）85.34（-3.79）
19 渡名喜村 6 7 4 1 1 83.73（-2.63）
20 南大東村 8 10 4 3 1 1 86.90（-1.27）
21 北大東村 5 6 3 2 90.34（無投票）
22 八重瀬町 16 17 13 3 1（1） 61.60（4.96）
23 竹富町 12 14 7 5 2（2）81.24（-5.40）
24 与那国町 10 10 7 3 無投票（無投票）

合計 272 317 189 72 0 11 36（25） 75.06（0.44）（割合） 100.0% 1.2 倍 69.5% 26.5% 0.0% 4.0% 13.2％（9.2％）

統一地方選挙統一地方選挙から見えるから見える２４町村２４町村
議会議員議会議員

２２町町１１村村で で 女性議長女性議長誕生！！誕生！！
　　　　　　　　  南風原町　　　　　　　　  南風原町は は 副議長副議長も！！も！！

伊江村伊江村の  の  現状現状とと課題課題は・・・は・・・議
員
選
挙

南風原町・八重瀬町・伊是名村



　９月28日、初議会（第8回伊江村議会臨時会）が行われ、第23代議長に
渡久地政雄議員、第25代副議長に内間広樹議員を指名推選した。議員の
任期は令和４年９月28日から令和８年９月27日までの４年間です。
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こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し

て
第
23
代
伊
江
村
議
会
議
長
の
要
職
に
就
任
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
身
に
余
る
光
栄
と

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
村
議
会
の
役
割

が
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
選
挙
に
お

い
て
村
民
皆
様
か
ら
深
い
信
任
を
得
た
10
名
の

全
議
員
が
村
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
行
政
へ
提

案
・
提
言
、
そ
し
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
、

村
政
の
発
展
及
び
福
祉
の
向
上
、
更
に
は
離
島

力
の
向
上
を
念
頭
に
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に

誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
議
会

は
行
政
の
監
視
機
関
で
あ
り
、
意
思
決
定
機
関

の
最
高
の
場
で
あ
り
ま
す
。
果
た
す
役
割
を

重
々
認
識
し
、
島
の
将
来
像
に
向
け
全
身
全
霊

で
議
長
職
を
全
う
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
住

民
の
皆
様
も
議
会
へ
関
心
を
寄
せ
、
議
会
傍
聴

や
議
会
広
報
を
一
読
い
た
だ
き
、
ご
遠
慮
な
く

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
結
び
に
村
民
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ

り
、
村
民
生
活
が
長
期
に
亘
り
影
響
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
情
勢
の
不
安
定
化
に

よ
る
物
価
高
騰
が
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
や
私
生
活

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
議
会
が
果
た
す
べ

き
役
割
と
責
任
が
益
々
重
要
な
こ
と
と
認
識
し

ま
す
。

　
村
単
独
事
案
、
北
部
及
び
県
内
離
島
連
携
の

案
件
、
県
全
体
の
問
題
等
早
期
に
対
処
す
べ
き

か
長
期
計
画
に
す
べ
き
か
、
そ
の
都
度
精
査
し

議
会
が
も
つ
機
能
・
権
限
を
活
用
し
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
3
期
12
年
の
経
験
を
生
か
し
、
副

議
長
と
し
て
議
会
の
運
営
に
積
極
的
に
携
わ

り
、
村
民
の
付
託
に
応
え
る
べ
く
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

就任あいさつ

新
し
い
議
会
構
成

新しい新しい議 会構成議 会構成決まる！！決まる！！

伊江村議会　議　長

渡
と

久
ぐ

地
ち

 政
まさ

雄
お

（川平区）

伊江村議会　副議長

内
うち

 間
ま

  広
ひろ

 樹
き

（東江前区）
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次の各課等に関連した諸問題に
ついて、調査や審議を行います。

農林水産課、建設課、商工観光課、公
営企業課、農業委員会

議会広報誌“いえそん”の編集・
発行及び議会広報全般について

調査を行います。

次の各課等に関連した諸問題に
ついて、調査や審議を行います。

総務課、住民課（出納室及び税務係含
む）、医療保健課、企画課、教育委員会、
監査委員会　選挙管理委員会　他の
常任委員会に属さない事項

議会運営全般、議会の会議規則
や委員会に関する条例、議長の

諮問に関すること等について、調査や
審議を行います。

総務常任委員会

議会運営委員会

監査委員

経済・公営企業常任委員会

議会広報調査特別委員会

沖縄県介護保険広域連合議会議員
● 議会選出監査委員と一部事務組合議会議員 ●

委 員 長：島　袋　　　勉
副委員長：名　嘉　　　實
委　　員：島　袋　義　範 
委　　員：宮　城　弘　和

委 員 長：島　袋　　　勉
副委員長：並　里　晴　男
委　　員：内　間　広　樹
委　　員：名　嘉　　　實
委　　員：知　念　邦　夫

委 員 長：並　里　晴　男
副委員長：知　念　邦　夫
委　　員：内　間　広　樹
委　　員：亀　里　敏　郎
委　　員：虻　江　　　修

委 員 長：並　里　晴　男
副委員長：名　嘉　　　實
委　　員：宮　城　弘　和
委　　員：知　念　邦　夫

島袋　義範　議員
村の財務管理や事務事業の執行が、
法令等に従って公正で合理的かつ効果
的に行われているかをチェックします。

県介護保険広域連合の施策や運営
に関する諸事項の審議を行います。

虻江　修　議員

役割

役割

役割

役割

４人

５人

５人

４人

新
し
い
議
会
構
成

● 各委員会の新体制決定 ●

第20期 初議会 新しい新しい議 会構成議 会構成決まる！！決まる！！
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村民の生活維持・向上　村民の生活維持・向上　
村の振興発展に向け、頑張ります。村の振興発展に向け、頑張ります。

3番　宮
みや
城
ぎ
 弘
ひろ
和
かず
（西江上区）

安心、安全に暮らせる
島の実現へ

村に活力を！！　それに
必要なものは“人”である。

住みよい島づくりの実現に
向けて全力で取り組む！

活力に満ちた村づくりへ
全力投球

５番　虻
あぶ
江
え
　修
おさむ
（阿良区）6番　並

なみざと
里　晴

はる
男
お
（西江前区）

　
先
人
が
築
い
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
郷
土
伊
江
島
を
更
に

安
心
・
安
全
で
住
み
良
い
伊
江
村
の
構
築
に
向
け
て
、

「
農
水
産
業
・
製
造
業
・
観
光
業
な
ど
の
地
域
産
業
の
振

興
」
「
医
療
・
福
祉
の
充
実
」
「
子
育
て
支
援
」
「
教
育

文
化
の
振
興
」
「
雇
用
機
会
の
創
出
」
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
推
進
」
な
ど
、
新
た
な
視
点
と
発
想
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
自
治
の
基
本
「
二
元
代
表
制
」
の
一
翼
を

担
う
村
議
会
の
一
員
と
し
て
、
行
政
の
監
視
機
能
や
決
議

機
関
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
は
な
く
、
本
村
の
未
来
に
向

か
っ
て
、
村
民
感
覚
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
柔
軟
な
発

想
で
提
案
、
提
言
が
で
き
る
よ
う
村
民
の
意
見
を
拝
聴

し
、
村
政
の
発
展
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
自
己
研
鑽
を
重
ね
貴
重
な
一
票
の
重
荷
を

忘
れ
ず
に
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村

民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
西
江
上
区
長
と
し
て
培
っ
た
、
5
期
8
年

間
の
経
験
を
生
か
し
、
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
島
、
夢

の
持
て
る
島
の
実
現
に
向
け
、
次
の
活
動
に
向
け
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
地
域
経
済
の
早
期
回
復
の
支

援
、
農
水
産
業
の
所
得
向
上
に
向
け
た
振
興
と
支
援
、
6

次
産
業
化
の
推
進
、
福
祉
の
向
上
、
子
育
て
支
援
、
観
光

産
業
の
振
興
発
展
等
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
伊
江
村
の
限
り
な
い
発
展
と
村

民
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
1
期
目
の
4
年
間
、
常
に
村
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

「
村
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
・
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
に
向

け
て
、
村
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
伊
江
村
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

く
村
の
課
題
は
い
ま
だ
に
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
2
期
目
の
当
選
に
あ
た
り
向
こ
う
4
年
間
「
人

口
減
少
対
策
と
企
業
誘
致
」
「
農
産
物
及
び
漁
業
生
産
の

販
路
拡
大
へ
の
支
援
」
「
観
光
関
連
産
業
及
び
特
産
品

（
お
土
産
品
、
工
芸
品
等
）
の
支
援
」
「
教
育
環
境
、
村

民
福
祉
の
向
上
」
等
を
重
点
項
目
と
し
て
、
住
み
よ
い
島

づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
む
決
意
で
す
。
第
20
期
伊
江
村

議
会
に
お
い
て
、
経
済
・
公
営
企
業
常
任
委
員
長
、
広
報

特
別
委
員
長
の
責
務
あ
る
役
職
も
拝
命
し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
が
、
今
後
も
村
民
皆
様
の
更
な
る
ご
指

導
、
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
村
の
課
題
の
そ
の
最
た
る
も
の
は
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
と
考
え
ま
す
。
令
和
５
年
度
移
住
定
住
促
進
住
宅
建

設
に
向
け
具
体
化
し
た
事
業
も
あ
り
ま
す
が
ま
だ
途
に
つ

い
た
ば
か
り
で
す
。

　
活
力
あ
る
島
に
す
べ
く
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
「
農

漁
業
の
振
興
」
「
村
民
福
祉
の
向
上
」
「
商
工
観
光
産
業

の
振
興
」
「
将
来
を
担
う
人
材
育
成
」
等
村
の
発
展
に
向

け
、
島
外
出
身
の
視
点
で
調
査
研
究
し
、
提
案
・
提
言
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
今
期
は
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
仕
事
は
『
地
方

公
共
団
体
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
等
執
行
機
関
の

権
限
に
属
す
る
事
務
を
監
査
す
る
』
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
議
員
と
し
て
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
々
研
鑽
を

重
ね
職
責
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
村
民
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

気
を
引
き
締
め
、
初
心
を
忘
れ
ず
誠
心
誠
意
頑
張
り
ま

す
。

２番　知
ち
念
ねん
 邦
くに
夫
お
（西江上区）

議
員
の
顔
ぶ
れ
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7番　島
しま
袋
ぶくろ
　勉
つとむ
（東江上区）

9番　亀
かめ
里
ざと
　敏
とし
郎
ろう
（川平区）

8番　島
しま
袋
ぶくろ
 義
よし
範
のり
（東江前区）

住民が主人公の村政を

与えていただいた3期目、
初心に返って村民目線で

村民の声を村政に
迅速に届ける

「�全国一子育てしやすい島」
を目指して

10番　名
な
嘉
か
　實
みのる
（阿良区）

　
本
村
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
行

し
各
産
業
で
人
手
不
足
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
対
策
と
し
て
子
育
て
支
援
を
更
に
充
実
さ
せ
福
祉

の
向
上
を
は
か
り
健
康
寿
命
が
延
び
る
施
策
を
考
え
取
り

組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、
人
口
減
少
を
重
要
課
題
と
し
移
住
・
定
住
を

促
進
す
る
た
め
「
村
民
所
得
の
向
上
と
住
み
た
い
島
伊
江

島
」
を
念
頭
に
置
き
、
新
た
な
大
型
宿
泊
施
設
の
誘
致
・

農
水
産
業
の
基
盤
整
備
を
継
続
し
6
次
産
業(

加
工
施
設

等)

の
推
進
・
1
次
産
業
の
機
械
化
に
よ
る
規
模
拡
大
へ

の
支
援
・
移
住
定
住
促
進
住
宅
の
増
設
等
を
提
案
提
言
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
身
近
な
課
題
や
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
、

村
当
局
と
連
携
し
打
開
策
を
考
え
誠
心
誠
意
迅
速
に
取
り

組
み
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
村
民
目
線
で
議
会
活
動
に
邁

進
し
ま
す
の
で
今
後
と
も
村
民
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
村
民
の
付
託
を
受
け
、
議
席
を
得
た
議
員
と
し
て
の
職

責
は
、
向
か
う
4
年
間
、
村
民
の
代
弁
者
で
あ
る
べ
き
と

の
信
念
の
下
、
村
民
の
行
政
へ
の
ご
要
望
ご
提
言
等
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
迅
速
か
つ
確
実
に
行
政
に
届
け
、

そ
の
対
応
に
誠
心
誠
意
を
も
っ
て
努
め
る
こ
と
と
、
行
政

が
公
平
性
・
効
率
的
に
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
否
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
議
会
活
動
に
粉
骨
砕

身
で
臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
尚
、
議
員
と
し
て
行
政
へ
の
立
ち
位
置
は
是
々
非
々
で

議
論
を
深
め
て
参
り
ま
す
。

　
私
は
村
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
真
剣
に
「
誠
実
」
に
耳

を
傾
け
、
村
民
ニ
ー
ズ
の
実
現
に
「
一
生
懸
命
」
汗
を
か

く
こ
と
を
議
会
議
員
の
使
命
と
考
え
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
今
後
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

村
政
に
対
し
て
是
正
す
べ
き
は
是
正
を
促
し
、
推
進
す
べ

き
は
大
手
を
挙
げ
て
推
進
し
是
々
非
々
の
立
場
か
ら
あ
ら

ゆ
る
施
策
を
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
今
後
の
四

年
間
は
「
子
育
て
支
援
」
を
重
点
に
汗
を
か
き
伊
江
島
を

「
全
国
一
の
子
育
て
し
や
す
い
島
」
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　
「
子
育
て
し
や
す
い
島
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は

若
い
移
住
者
を
呼
び
込
み
、
さ
ら
に
は
一
人
で
も
多
く
産

み
育
て
て
も
ら
え
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
今
、
島
が
抱
え
る
人
口
問
題
解
決
の
一
助
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
村
民
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
助
言
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
１
９
８
９
年
、
基
地
に
隣
接
す
る
住
民
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
垂
直
離
着
陸
戦
闘
機
ハ
リ
ア
ー
の
離
着
陸
訓
練
場

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
基
地
機
能
の
強
化
に
反
対

す
る
立
場
か
ら
翌
年
の
村
議
選
に
立
候
補
し
初
当
選
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
米
軍
は
普
天
間
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ
を

配
備
し
、
Ｆ-

３
５
Ｂ
戦
闘
機
の
離
着
陸
訓
練
場
も
拡
張

強
化
さ
れ
深
夜
に
及
ぶ
訓
練
で
基
地
に
隣
接
す
る
住
民
の

生
活
環
境
は
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
基
地
問
題
を
中
心
に
88
回
、
延
べ

１
５
３
項
目
の
一
般
質
問
を
行
い
、
村
民
の
要
求
実
現
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
発
生
以
来
、

観
光
業
を
始
め
農
水
産
物
価
格
の
下
落
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
と
円
安
に
よ
る
物
価
上
昇
で
、
経
営
と
生
活

が
圧
迫
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
村
単
独
で
解

決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
の
問
題
を

含
め
村
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
村
が
や
る
べ
き
こ
と
を

要
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第２０期 議員議員のの顔顔ぶれぶれ議
員
の
顔
ぶ
れ
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令
和
３
年
度 

決
算

※ 一般会計歳出決算額を、令和4年３月末の人口（4,381人）世帯（2,268世帯）で割り、算出しました。

※ 令和３年度は村の借金が2億6,346万円の増となりました。

1世帯当たり
 3,960,136円

令和４年第７回
(９月)定例会を
３日間の会期で

行いました。

■本定例会では、令和３年度各会計の決算認定や令和４年度一般会計及び特別
会計補正予算等１８議案を審議しました。（※Ｐ15参照）

■令和３年度決算の認定にあたっては、決算審査特別委員会を設置し、付託され
た各会計決算の議案について、慎重に審査を行いました。

■その結果、付託された６会計決算すべて『認定すべきもの』と決定しました。

黒字黒字決算決算

Q

● 令和３年度　歳入歳出決算額表

● 村債（借入金）残高の推移

会計別 予算現額
（千円）

Ａ　収入済額
（円）

Ｂ　支出済額
（円）

Ａ－Ｂ 
差引残高
（円）

差引残高
令和２年度 

比較増減（円）
一 般 9,114,395 9,087,449,585 8,981,588,832 105,860,753 ▲52,278,724
診 療 所 371,555 381,640,259 369,260,129 12,380,130 3,894,710
国 保 969,869 970,135,100 956,558,727 13,576,373 ▲ 2,479,991
後期高齢者 63,343 63,179,810 62,731,188 448,622 14,577
水 道 194,731 177,940,812 172,853,108 5,087,704 ▲ 521,240
船 舶 939,415 979,452,775 880,326,184 99,126,591 158,010,670

合計 11,653,308 11,659,798,341 11,423,318,168 236,480,173 42,086,732

7,435万円の   繰越財源を含む

令和３年度決算
　　　 を認定６会計

村民1人当たりに使われたお金はいくら？

1人当たり
2,050,123円

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

41億6,372万円

42億7,402万円

42億7,183万円

45億3,530万円

タッちゅん
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教育費 	  21億1,389万円 
	  （前年度 10億5,132万円増）
	 　総合運動公園整備事業（屋内体育施設）、伊江中学校教員宿舎整備事業

令和４年 第７回 定例会（９月）

監査委員の意見

最小の経費で最小の経費で
最大の効果を最大の効果を

令
和
３
年
度 

決
算

決算額89億8,158万8,832円
の主な事業は！？Q

のの11億億586586万万

11月に完成した伊江中学校教員宿舎

観光地クリーン事業
（ミィースィ公園の芝刈り作業）

　
一般
会
計
に
お
け
る
本
年
度
の
実
質

単
年
度
収
支
は
２
億
３
，９
５
７
万
円

対
前
年
比
１
億
５
，４
１
１
万
円
の
増

と
な
っ
た
。今
後
も
収
支
均
衡
を
維
持

す
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
望
む
。令

和
３
年
度
も
前
年
度
同
様
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
厳

し
い
社
会
情
勢
の
中
、や
む
な
く
各
行

事
の
中
止
や
民
家
体
験
宿
泊
事
業
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、観
光
産
業
や

村
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
が
、国
の
交
付
金
を
有
効
に
活
用
し

た
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
や
商
品
券
の

配
布
な
ど
諸
対
策
を
講
じ
、村
民
の
安

心
安
全
な
生
活
が
確
保
出
来
た
事
を

高
く
評
価
す
る
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
が
見
え
な
い
中
で
、

次
年
度
以
降
に
お
い
て
も
諸
政
策
が
公

共
性
及
び
透
明
性
に
留
意
し
た
効
率
的

な
事
業
が
展
開
さ
れ
、住
民
福
祉
の
向

上
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

7,435万円の   繰越財源を含む

農林水産業費  	  20億1,362万円 （前年度 1億4,506万円増）
	 　畜産総合施設整備事業、農業集落排水事業、農業基盤整備促進事業

総務費  	  16億9,534万円 （前年度 ４億9,867万円減）
	 　新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金事業、特別定額給付金事業

民生費 	  11億9,297万円 （前年度 2億8,103万円減）
	 　子育て支援センター事業、福祉センター空調改修事業

土木費 	  ３億5,932万円 （前年度 1億1,444万円増）
	 　聖苑外壁等改修工事、西江上地区配水施設整備事業

衛生費 	  ３億5,534万円
	  （前年度 4,899万円増）
	 　新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

商工費 	  ３億3,881万円
	  （前年度 5,576万円減）
	 　�観光地クリーン事業、
	 　�伊江島はにくすに施設防災機能強化事業

具志川 豊秀
代表監査委員

内田 竹保
監査委員

一般会計
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問　
平
成
29
年
３
月
定
例
会
で
、

海※
１
洋
深
層
水
に
関
す
る
提
言
を
し
、

そ
の
開
発
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
当

時
の
島
袋
秀
幸
村
長
は「
今
後
の
国
、

県
の
海
洋
深
層
水
に
関
す
る
施
策
の

動
向
や
、
海
洋
深
層
水
利
用
シ
ス
テ

ム
の
技
術
開
発
の
進
展
の
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
本
村
で
の
事
業
構

築
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
県
と
協
議

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
調
査
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
た
。

　
①
県
と
協
議
調
整
は
な
さ
れ
た
の

か
、
調
整
が
あ
っ
た
な
ら
ば
そ
の
内

容
は
。

　

②
現
名
城
村
長
の
海
洋
深
層
水

開
発
に
関
す
る
考
え
は
。

答　
村
長

 

平
成
30
年
４
月
に
議
会
、
村
当

局
の
総
勢
18
人
で
久
米
島
町
の
海
洋

深
層
水
の
温
度
差
を
利
用
し
た
海

洋
温
度
差
発
電
実
証
施
設
と
深
層

水
を
利
用
し
た
農
業
、
水
産
業
の

研
究
事
案
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
深
層
水
を
利
用
す
る
企
業

18
社
の
生
産
額
は
年
間
約
25
億
円
、

雇
用
者
は
約
3
0
0
人
と
な
っ
て

お
り
、
久
米
島
に
お
け
る一大
産
業

と
な
っ
て
い
る
。

 

①
県
に
対
し
、
⑴
「
県
が
海
洋

深
層
水
研
究
所
を
久
米
島
町
に
選

定
し
た
理
由
」、
⑵
「
久

米
島
町
と
同
様
の
施
設
を

今
後
、
他
市
町
村
に
設

置
す
る
予
定
は
あ
る
か
」、

⑶
「
伊
江
村
が
施
設
整
備

を
行
っ
た
場
合
、
整
備
に

か
か
る
県
の
補
助
等
は
あ

る
か
」、
⑷
「
海
洋
深
層

水
研
究
所
を
整
備
し
た
際

の
総
工
費
及
び
年
間
維
持

費
」
に
つ
い
て
聞
き
取
り

調
査
を
し
た
。
回
答
は
⑴

平
成
６
年
度
に
「
海
洋
深

層
水
研
究
拠
点
立
地
条
件

調
査
」
を
沖
縄
県
が
実
施

し
、
当
初
は
伊
江
村
も
候

補
地
と
し
て
挙
が
っ
て
い

た
が
、
水
深
6
0
0
メ
ー
ト
ル
以

上
の
条
件
を
満
た
さ
ず
、
選
考
か
ら

漏
れ
、
最
終
候
補
地
の
国
頭
村
辺

士
名
、
粟
国
島
、
久
米
島
の
中
か

ら
平
成
７
年
度
に
海
抜
の
低
さ
、
そ

れ
か
ら
離
島
の
活
性
化
を
重
視
し
た

結
果
、
久
米
島
を
選
定
し
た
。

⑵
県
内
で
１
施
設
あ
れ
ば
十
分

で
あ
り
、
よ
っ
て
今
後
、
他
に

施
設
を
建
設
す
る
予
定
は
な

い
。

⑶
整
備
に
か
か
る
県
の
補
助
に

つ
い
て
は
、
該
当
す
る
も
の
が

な
い
。

⑷
海
洋
深
層
水
研
究
所
の
総

事
業
費
は
59
億
円
、
国
の
補

助
率
は
２
分
の
１
、
年
間
の

維
持
管
理
費
は
約
１
億
3
，

0
0
0
万
円
。

　
②
平
成
30
年
当
時
の
県
に
よ

る
回
答
は
大
変
厳
し
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
が
、
村
の
振
興
を

図
る
う
え
で
の
新
た
な
産
業
の

創
出
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
は
同
じ
あ
る
。
今
後
も

国
を
含
め
た
関
係
機
関
と
の
協

議
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

た
い
。

海
洋
深
層
水
開
発
は

関
係
機
関
と
の
協
議
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

村長

一般質問の詳細については、ホームページの第７回定例会をご覧ください

ここここを問うを問う 一
般
質
問

※１ �海洋深層水
深度200メートル以深の深海に分布する、表層とは違った特徴を持つ海水のこととされ、海水の
95%以上は海洋深層水にあたる。

海洋温度差実証実験プラント（久米島町）海洋温度差実証実験プラント（久米島町）

亀
かめざと

里 敏
としろう

郎 議員
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関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
す
る

村長

ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
陸
上
養
殖
の
コ
ス
ト
軽
減
と
通
年
生
産
に
向
け
て

一
般
質
問 問　

伊
江
漁
業
協
同
組
合
の
八
前

組
合
長
が
漁
家
所
得
の
向
上
を
目
指

し
、
島
で
可
能
な
陸
上
養
殖
の
研
究

を
こ
れ
ま
で
重
ね
、
た
ど
り
つ
い
た

の
が
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
養
殖
で
あ

る
。
議
会
の
所
管
事
務
調
査
と
し
て

高
知
県
室
戸
市
を
八
前
組
合
長
と
も

ど
も
訪
問
し
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
養
殖

現
場
を
調
査
し
た
。
そ
こ
で
次
の
2

点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
養
殖
か
ら
製
品
出
荷
ま
で
多
く

の
電
気
を
使
用
す
る
こ
と
が
わ
か
り

太
陽
光
発
電
設
備
を
事
業
費
の
中
で

導
入
し
電
気
料
の
コ
ス
ト
を
軽
減
で

き
な
い
か
。

　

②
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
養
殖
の
海
水
温

は
15
℃
～
25
℃
だ
が
伊
江
村
で
の
夏

場
の
イ
ケ
ス
の
海
水
温
は
30
℃
以
上

と
な
り
養
殖
が
出
来
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
海
水
冷
却
装
置
を
導
入
し

通
年
養
殖
を
可
能
に
で
き
な
い
か
。

答　
村
長

　

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
2
年
度
に

か
け
て
地
下
海
水
調
査
及
び
需
要
調

査
を
実
施
し
今
年
度
実
施
設
計
、
整

備
工
事
に
着
手
予
定
で
あ
る
。

　

①
電
気
料
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
負
担
軽
減
を
協
議
し
て
き
た
が
施

設
整
備
予
定
地
が
海
近
く
の
重
塩
害

地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
太
陽
光
発
電

設
備
を
断
念
し
た
。

　

②
夏
場
の
海
水
温
の
上
昇
に
対
応

し
た
通
年
養
殖
は
検
討
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
今
の
計
画
で
は
夏
場
の
高

温
と
台
風
を
考
慮
し
て
7
月
～
9
月

を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
期
間
と
し
て
い

る
。
夏
場
の
養
殖
に
つ
い
て
は
高
知

大
学
と
連
携
し
検
討
を
行
っ
て
い

る
。問　

塩
害
に
対
す
る
十
分
な
対
策
が

行
え
な
い
か
ら
太
陽
光
発
電
設
備
は

断
念
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
の
時

代
、
塩
害
に
強
い
ペ
ン
キ
で
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
大
丈
夫

だ
と
思
う
。
イ
ケ
ス
の
中
の
海
水
の

循
環
、
収
穫
洗
浄
、
乾
燥
、
冷
蔵
保

管
ま
で
す
べ
て
電
気
で
あ
る
。
電
気

料
の
コ
ス
ト
を
下
げ
て
あ
げ
な
い
と

利
益
が
上
が
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

夏
場
の
海
水
温
対
策
で
も
現
代
の
技

術
で
は
解
決
で
き
る
と
考
え
る
。
専

門
業
者
と
相
談
す
れ
ば
可
能
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　
農
林
水
産
課
長 

浦
崎 

悟

　

こ
の
養
殖
事
業
で
の
電
気
料
は
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
中
で
最
も
高
く

な
る
こ
と
も
十
分
承
知
し
て
い
る
。

今
回
の
事
業
の
中
で
太
陽
光
発
電
設

備
の
導
入
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
陸

上
養
殖
施
設
の
機
能
拡
充
事
業
を
将

来
導
入
す
る
時
に
併
せ
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
は
地
球
温
暖

化
に
よ
り
海
水
温
が
上
が
り
天
然
物

の
収
穫
量
が
減
少
し
、
ノ
リ
漁
業
者

が
廃
業
し
養
殖
が
始
ま
っ
て
い
る
。

作
れ
ば
需
要
は
か
な
り
あ
る
。
販
路

に
つ
い
て
も
取
り
扱
い
業
者
で
あ
る

「
阿
波
市
場
」
の
社
長
の
話
で
は
原

料
が
不
足
し
て
い
て
養
殖
ノ
リ
を
増

産
し
て
将
来
外
国
に
も
出
荷
し
た
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
漁
協
で
は
こ
れ

ま
で
歴
代
の
組
合
長
が
色
々
な
養
殖

を
試
み
て
き
た
が
成
果
を
上
げ
て
い

な
い
。
こ
の
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
は
八
前

組
合
長
が
自
信
を
持
っ
て
勧
め
て
い

る
。
そ
の
熱
意
に
応
え
て
ほ
し
い
。

ま
た
漁
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ

る
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
色
々
と
方

策
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。

答　
村
長

　

現
在
進
め
て
い
る
事
業
の
中
で
は

無
理
と
な
っ
て
い
る
が
コ
ス
ト
軽
減

に
つ
い
て
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、

継
続
的
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

村政村政 のの

島
しまぶくろ

袋 義
よしのり

範 議員 スジアオノリの陸上養殖施設 完成予定図スジアオノリの陸上養殖施設 完成予定図
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問　
建
設
中
の
畜
産
総
合
施
設
は
、
県

内
初
の
大
型
預
託
施
設
と
し
て
村
内
外

の
畜
産
農
家
お
よ
び
関
係
者
か
ら
注
目

さ
れ
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
一
方
で
近
年
の
畜
産
経
営
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
異
常
気
象
、
円
安
に
よ
る
肥
料
費

等
の
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
生
産
費
の
増
大
で
経
営
が

逼
迫
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
畜

産
農
家
の
増
頭
意
欲
の
減
退
に
よ
り
、

自
己
資
金
、
借
入
資
金
等
に
よ
る
優
良

繁
殖
雌
牛
の
導
入
頭
数
も
減
少
し
、
総

合
施
設
の
預
託
計
画
頭
数
の
確
保
や
運

営
に
も
悪
影
響
が
な
い
か
大
変
憂
慮
し

て
お
り
、
村
と
し
て
対
策
が
必
要
と
考

え
る
。

　

①
再
度
、
一
括
交
付
金
を
活
用
し
た

優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
事
業
は
で
き
な
い

か
。

　

②
畜
産
総
合
施
設
の
牛
預
託
料
へ
の

助
成
は
で
き
な
い
か
。

答　
村
長

　

①
優
良
繁
殖
雌
牛
の
導
入
に
よ
る
村

内
繁
殖
雌
牛
群
の
血
統
改
良
を
目
的
と

し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

の
５
年
間
に
亘
り
事
業
を
実
施
し
た
。

一
括
交
付
金
事
業
を
活
用
し
既
に
事
業

完
了
を
報
告
し
て
い
る
繁
殖
雌
牛
導
入

事
業
を
、
同
一
の
事
業
内
容
で
繰
り
返

し
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
制
度
の

観
点
か
ら
も
早
期
の
実
施
は
厳
し
い
と

認
識
し
て
い
る
。

　

②
預
託
料
金
等
に
つ
い
て
は
、
物
価

上
昇
に
よ
る
コ
ス
ト
の
見
直
し
や
、
各

委
員
か
ら
の
御
指
摘
等
を
反
映
し
て
、

再
度
事
務
局
に
お
い
て
修
正
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

現
段
階
に
お
い
て
は
、
畜
産
総
合
施

設
の
稼
働
初
期
か
ら
の
預
託
料
の
助
成

は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
畜
産
農
家
の

増
頭
意
欲
の
維
持
及
び
畜
産
総
合
施
設

の
預
託
頭
数
の
確
保
に
よ
る
安
定
的
な

経
営
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
む
。

問　
優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
事
業
に
関
し

て
は
、
昨
年
の
９
月
定
例
会
で
質
問
を

行
っ
た
。
新
規
事
業
構
築
の
調
査
研
究

を
行
っ
た
の
か
。
ま
た
事
業
化
で
き
な

か
っ
た
理
由
は
。

答　
農
林
水
産
課
長　
浦
崎 

悟

 

畜
産
総
合
施
設
に
預
託
す
る
農
家
が

増
え
、
そ
し
て
優
良
雌
牛
の
導
入
事
業
、

こ
の
２
つ
が
目
的
達
成
で
き
る
よ
う
な

事
業
を
検
討
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
令

和
４
年
度
の
畜
産
総
合
施
設
の
供
用
開

始
が
不
透
明
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
２
つ

を
関
連
づ
け
た
事
業
の
構
築
と
い
う
の

に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。

問　
一
括
交
付
金
事
業
を
活
用

し
た
繁
殖
雌
牛
導
入
事
業
を
、

同
一
事
業
で
な
い
形
を
つ
く
れ

ば
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答　
農
林
水
産
課
長　
浦
崎 

悟

 

畜
産
総
合
施
設
に
預
託
し
て

い
た
だ
く
と
既
存
の
牛
舎
に
空

き
が
出
る
と
思
う
の
で
、
空
い

た
ス
ペ
ー
ス
に
優
良
雌
牛
を
導

入
し
、
そ
れ
に
対
し
て
補
助
を

行
う
。
預
け
た
頭
数
の
段
階
に

応
じ
て
補
助
率
が
高
く
な
っ
て

い
く
と
い
う
よ
う
な
、
預
託
施

設
へ
の
預
託
と
関
連
さ
せ
た
形

で
優
良
雌
牛
の
導
入
に
対
し
て

補
助
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
十
分
に
一
括
交
付
金
で
も

事
業
化
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。

畜
産
振
興
は

生
産
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
す
る

村長

一
般
質
問

令和５年度供用開始予定の畜産総合施設令和５年度供用開始予定の畜産総合施設

山
や ま

城
し ろ

 善
よ し

彦
ひ こ

 議員
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問　
同
地
区
に
は
多
く
の
墓
地
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
コ※
２

ー
ラ
ル
敷
設
に
よ
る

道
路
整
備
は
行
わ
れ
て
き
て
い
る
も
の

の
、
日
数
が
経
つ
に
つ
れ
て
雑
草
が
繁

茂
し
、
車
の
往
来
に
支
障
が
あ
る
。
降

雨
時
や
数
日
後
ま
で
ぬ
か
る
み
に
よ
り

納
骨
や
そ
の
他
の
時
期
の
往
来
に
支
障

が
出
て
い
る
。
ま
た
道
路
の
幅
員
も
狭

く
一
方
通
行
し
か
で
な
い
。
南
側
に
は

農
地
も
あ
る
が
地
主
と
の
交
渉
に
よ
り

拡
張
し
、
交
差
通
行
が
可
能
な
、
道
路

整
備
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）
が
不
可
欠
だ

と
思
う
が
今
後
整
備
計
画
は
。

答　
村
長

 

こ
れ
ま
で
コ
ー
ラ
ル
敷
設
整
備
を

行
っ
て
き
た
が
、
年
数
が
経
過
す
る
と

劣
化
す
る
と
共
に
、
雑
草
が
繁
茂
す
る

状
況
で
あ
り
、
去
る
７
月
に
コ
ー
ラ
ル

敷
設
整
備
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

今
後
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
拡
張

に
伴
う
一
部
墓
地
の
移
転
問
題
や
南
側

の
農
地
と
の
段
差
の
対
策
、
排
水
処
理

計
画
等
と
課
題
が
多
く
費
用
が
か
さ
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
早
期
に
整
備
す
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
現
地
確
認
を
行
い
、
コ
ー

ラ
ル
敷
設
や
プ※
３

ラ
イ
マ
ー
処
理
等
で
の

整
備
を
実
施
し
な
が
ら
、
補
助
事
業
等

で
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
課
題
が
多
い
の
は
理
解
で
き
る

が
、
拡
張
が
難
し
け
れ
ば
、
一
車
線
で

も
片
側
通
行
で
き
る
よ
う
、
短
期
間
で

整
備
を
す
る
方
法
は
な
い
か
。

答　
建
設
課
長　
知
念 
利
次

 

こ
の
地
区
に
関
し
て
は
以
前
か
ら
工

事
に
よ
る
赤
土
流
出
が
た
び
た
び
見
ら

れ
る
の
で
、
排
水
処
理
も
含
め
て
概
算

で
１
億
円
以
上
、
費
用
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
直
に
現
場
を

確
認
し
な
が
ら
コ
ー
ラ
ル
敷
設
、
ま
た

は
プ
ラ
イ
マ
ー
処
理
な
ど
を
し
な
が
ら

整
備
を
し
て
い
き
た
い
。
補
助
事
業
等

の
事
業
で
整
備
で
き
な
い
か
、
今
後
検

討
し
た
い
。

補
助
事
業
等
で
整
備
を
検
討
す
る

村長 ク
ビ
リ
地
区（
通
称
ナ
ナ
フ
ッ
パ
）に
点
在
す
る
墓
地
周
辺
道
路
整
備
は

一
般
質
問

クビリ地区（通称ナナフッパ）の墓地周辺道路（東江前区内）クビリ地区（通称ナナフッパ）の墓地周辺道路（東江前区内）

※2 コーラル敷設
琉球石灰岩を細かくして、道路などに敷き詰めたもの。

※3 �プライマー処理
コーラルを接着し、表面を保護する役割。

内
う ち

田
だ

 竹
た け

保
や す

 議員
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 第20期議会として初めての研修に全議員が出席した。
「沖縄振興について」と題し沖縄県企画部企画調整課副参
事 城間直樹 氏を講師に日本復帰以降の沖縄振興に関す
る計画や一括交付金制度の内容で講話が行われた。また、
｢町村議会の議員報酬と政務活動費のあるべき姿｣～議会
力アップのための条件整備を考える～と題し、全国町村議
会議長会議事調査部長 飯田厚 氏を講師に「成り手不足」
問題と議員報酬に対する意識の変化についての内容で講
話が行なわれた。本村における今後の課題でもあり全議員
熱心に聞きいった。この研修で得た知識を今後の議会活動に活かしたいと意気込んだ。

意
見
書
・
会
長
就
任
・
研
修
会

意見書 第３号

町村議会議員・事務局職員研修会（全議員）

駐留軍関係離職者等
臨時措置法の
有効期限延長に関する

意見書を可決（一部抜粋）

■渡久地会長コメント
 北部12市町村並びに県下30
町村（離島18町村含む）で構
成する議長会会長に選任され
ました。「やんばるはてぃーち」
を合言葉に北部地域の振興・
発展、更には沖縄県の発展及
び離島力の向上に向け、各役
職員と共に全身全霊前向きに
頑張っていきます。

厚生労働大臣
防衛大臣

あて先

　両議長会の総会が開催され、渡久地政雄議長が北部市町村議会
議長会並びに県町村議会議長会の会長に選任されました。

北部議長会　（令和４年10月３日～令和６年10月２日）
県町村議長会（令和４年10月11日～令和６年10月10日）

任
期

渡久地政雄議長が
   就任

北部市町村議会議長会
沖縄県町村議会議長会

会長に

10/13

9/15

研修を議会活動に!!

 海兵隊施設には日本人従業員が勤務してお
り、状況如何によっては駐留軍等労働者として
の雇用継続が困難となる事態も懸念され、これ
まで以上に駐留軍関係離職者等臨時措置法に
基づく雇用対策が不可欠である。
 昨今の全国的な雇用情勢は、完全失業率2％
台後半で高止まりし、県内の失業率は全国より
も高い水準で推移している。また、駐留軍等労
働者は中途採用者が多いことから平均年齢も
48.24歳と高い状況にある。よって、駐留軍等
労働へのご理解と駐留軍関係離職者等臨時措
置法の必要性をご賢察の上、同法の再延長実現
にご尽力を賜るよう要望する。



15 議会広報 いえそん  No.179 12 月号

令和４年　第７回定例会	 会期：９月13日（火）～９月15日（木）
議案番号 件　　　名 議決結果
報告第12号 令和３年度沖縄県町村土地開発公社事業報告及び決算報告書の提出について 原案報告
報告第13号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 〃
報告第14号 伊江村畜産総合施設整備工事（R3）建築の専決処分の報告について 〃
報告第15号 農業基盤整備促進事業(東江上第３地区)整備工事(R3)その３の専決処分の報告について 〃
同意第６号 教育委員の任命について（東江上区 大城あづさ 氏） 原案同意
議案第50号 伊江村畜産総合施設家畜運搬車購入の契約変更について 原案可決
議案第51号 村民レク広場備品購入（管理用機械）の契約について 〃
議案第52号 西小学校外構改修工事（R4）の請負契約について 〃
議案第53号 伊江村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃
議案第54号 伊江村固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃
議案第55号 令和４年度伊江村一般会計補正予算（第３号） 〃
議案第56号 令和４年度伊江村診療所特別会計補正予算（第２号） 〃
議案第57号 令和４年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 〃
認定第４号 令和３年度伊江村一般会計歳入歳出決算の認定について※P8～ P9参照 原案認定
認定第５号 令和３年度伊江村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について※P8～ P9参照 〃
認定第６号 令和３年度伊江村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について※P8～ P9参照 〃
認定第７号 令和３年度伊江村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について※P8～ P9参照 〃
認定第８号 令和３年度伊江村水道事業会計利益の処分及び決算の認定について※P8～ P9参照 〃
認定第９号 令和３年度伊江村船舶運航事業会計利益の処分及び決算の認定について※P8～ P9参照 〃
意見書第３号 駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書　※P14参照 原案可決
陳情第１号 県産品の優先使用について　※№178（9月号）　P13参照 原案採択

　　　　　第８回臨時会	 会期：９月28日（水）
議 案 番 号 件　　　名 議決結果
決議第３号 議会広報調査特別委員会設置に関する決議 原案可決
同意第７号 監査委員の選任について（阿良区 虻江修 氏）※P5参照 原案同意
議案第58号 令和４年度伊江村一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議
会
傍
聴·

議
決
の
結
果

議 決 の 結 果

● �人口問題、子育て、移住、人材育成
● �コロナで観光客が減少し売り上げが得られないな
か、国や県から十分な補償・支援金の得られない個
人事業主に対し、村として支援できる策はないか

● �「観光客向けプレミアム付き商品券」と「マル得商
品券」のバランスが良くなかったという声があちこ
ちから上がっている件について

● �本部港立体駐車場の精算機の位置・角度を改善で
きないか

● �観光客を呼び込むために村外でのアピールが必要
ではないか。本部港近くの国道へ大型テレビの設置

● �県道のバリアフリー対応の歩道整備について。本土
の観光地に多い車道と歩道がフラットで障がい者
にやさしい道の整備もし、あなたが議員なら

どのような質問をしますか。

①いつも見ている（４人）　　②見たことはある（１人）　
③知っているが見たことはない（０人）　④知らない（０人）

「議会広報　いえそん」を
ご覧になったことはありますか。

令和４年 第7回（9月）定例会

傍聴者の傍聴者の声声
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議
会
広
報
チ
ェ
ッ
ク·

惜
別
議
会
人

内
うち

田
だ

 竹
たけ

保
やす

 議員 山
やま

城
しろ

 善
よし

彦
ひこ

 議員

令和４年９月27日をもって、２名の議員が任期満了に伴い勇退
されました。定例会最終日には、島の繁栄を願った「城の前」
の歌三線を披露しました。大変お疲れさまでございました。

平成14年９月28日から５期20年
間にわたり在職され、この間２期
目、４期目に副議長、５期目に監
査委員を歴任されました。

平成26年９月28日から２期
８年間にわたり在職され、経
済・公営企業常任委員会委
員長を歴任されました。

色んな事が経験が出
来て、充実した８年
間でした。

議会広報いえそんNo.178号（９月号）

みました。聞いて
議会広報の感想を

知念 賢順

平安山 良

長嶺 伸吾

ちねん けんじゅん

へんざん　りょう

ながみね　しんご

自己紹介

自己紹介

自己紹介

議会広報「いえそん」を読んでの感想

議会広報「いえそん」を読んでの感想

議会広報「いえそん」を読んでの感想

伊江村に対する意見や期待する事

伊江村に対する意見や期待する事

伊江村に対する意見や期待する事

東江上区

阿良区

阿良区

行政区

行政区

行政区

　村民の皆様にお世話になって 25年、シーケーヘ
アクラブ知念賢順です。

　海人食堂店長。村民・村外の方へ新鮮な伊江島
の海の幸を食べていただきたい。笑顔で皆様方の
ご来店お待ちしております。

　居酒屋「めとろ」で働いています。

　見やすく、わかりやすい。議員の皆様が日頃から村民のために
色々考えていると感じました。

　議会での各議員の方々の審議内容や質疑応答などが解りやすく
掲載され、とてもいいと思います。内容が難しくてもカラーなので、
子供でも少しは内容が理解しやすくていいと思う。

　全ページカラーですごく読みやすく、わかりやすいと思いました。

　これからもより良い村づくりのために頑張ってもらいたいです。

　村外・県外からも一度は、「行きたい」「帰ってきたい」と思われる島、それを目指して、村長はじめ関係機関と連携し、
より良い島にして欲しいです。今後も、伊江漁協・海人食堂の発展へご協力よろしくお願い致します。

　この数年のコロナ禍で飲食店もかなり厳しい状況でしたが、村
からの商品券の配布でだいぶ助けられました。これからも飲食店
に対する支援をお願いします。

めとろ

海人
食堂

シーケー

惜別議会人
「地域活動を大切に地域の
声を村政へ」を自負し、活動
してきた２０年間でした。
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議
会
の
活
動

議会の活動
99月月 September

1010月月 October

1111月月 November

	 1日：	 西幼・小学校運動会（西校区議員）
	 2日：	 伊江幼・小学校運動会（伊江校区議員）
	 3日：	� 北部市町村議会議長会臨時総会、北部広域市町村

圏事務組合議会第60回臨時会（議長/名護市）
	 7日：	 例月出納検査（虻江監査委員）
	11日：	 町村議会議長会定例総会（議長/那覇市）
	12日：	� 離島振興市町村議会議長会臨時総会（議長/那覇市)
	13日：	� 町村議会議員・事務局職員研修会、交流会（全議/那覇市)

	14日：	 村政功労被表彰者選考審査会（正副議長）
	16日：	 第59回国頭郡陸上競技大会（議長/国頭村）
	19日：	 全国都道府県会長会（議長/東京都）
20日	：	伊江中学校合唱コンクール（議長）
	23日：	� 美ら島おきなわ文化祭開会式（議長/宜野湾市）
	26日：	� 町村監査委員全国研修会（虻江監査委員/東京都)
	28日：	 第11回沖縄平和賞（議長/那覇市）
	31日：	� 第7回世界のウチナーンチュ大会開会式（議長/那覇市)

	 1日：	� 北部広域市町村圏事務組合設立30周年記念式典・
祝賀会（議長/名護市）

		�  町村監査委員協議会研修会・臨時総会（虻江監査
委員/南風原町）

	 2日：	� 北部市町村圏事務組合議会第61回臨時会（議長/名護市)
		  伊江村防火デー式（全議）
	 3日：	� 県功労者表彰式典、首里城正殿復元工事起工式
		�  第7回世界のウチナーンチュ大会閉会式・グランド

フィナーレ（議長/那覇市）
	 4日：	� 沖縄県さとうきび対策本部委員会（議長/那覇市）
	７日：	 黒糖工場火入れ式（副議長）
	 8日：	� 第40回離島振興市町村議会議長全国大会（議長/東京都)
		�  県畜産共進会（副議長、正副経公委員長/糸満市）
	 9日：	� 第66回町村議会議長会全国大会（議長/東京都）
	11日：	� 地方議会活性化シンポジウム（議長/東京都）
		  例月出納検査（虻江監査委員）
	14日：	 伊江島一周マラソン大会実行委員会（議長）

	15日：	� 第63回沖縄県介護保険広域連合議会（島袋義範議員/読谷村)
	16日：	 町村議会広報研修会（広報委員/那覇市）
	17日：	 �県さとうきび対策本部委員会、さとうきび政策確立沖縄

県農業代表者大会（議長、正副経公委員長/豊見城市)
	21日：	 議会広報調査特別委員会（広報委員）
		�  農業集落排水事業推進委員会（並里経公委員長)
	24日：	 防風林の日（全議）
		�  パラバレーボール女子日本代表伊江島キャンプ歓迎

セレモニー（副議長）
26日：		 伊江幼・小学校学習発表会（伊江校区議員）
27日：		 西幼・小学校学習発表会（西校区議員）
	28日：	� 常任委員長・副委員長実務研修会（正副総務委員

長、正副経公委員長/那覇市）

	 1日：	 議員全員協議会、総務常任委員会
	 5日：	 議会運営委員会
		  村長、議長へ意見書提出（内田監査委員）
	 8日：	 例月出納検査（内田監査委員）
	11日：	 村議会議員選挙日
	12日：	 村議当選証書付与式
	13日～15日：第7回伊江村議会定例会
	20日：	 県町村議会議長会定例役員会（議長/那覇市）
	23日：	 KINサンライズビーチ＆海浜公園開園式（議長/金武町）
	28日：	 第8回伊江村議会臨時会【第20期議員】

議会傍聴を希望される方は、議会事務局（☎49 -2924）へお問合せ下さい。
また、新型コロナウイルス感染症の影響によりご遠慮いただく場合がございますのでご理解ください。

12月13日（火）午前10時〜▶ 12月定例会予定  

来
て
見
て「
議
会
！
」

第66回町村議会議長会全国大会で特別決議を読み上げる渡久地議長
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TOPICS

村予算の使い道は！？村予算の使い道は！？
選挙から見る現状と課題は？選挙から見る現状と課題は？住民福祉の

向上に向け、
ガンバルっちゅん

伊江村民の平均年齢は？ 51.2 歳
（令和２年 国勢調査より）

問
問 答答

広報紙を読もう 連携企画第１弾広報紙を読もう 連携企画第１弾
問題は伊江島広報「イーハッチャー」11月号に掲載。

答えは議会広報「いえそん」に掲載！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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生年月日 昭和11年10月4日生　86歳
行政区・屋号 西崎区・タルンヤー

名　　前 東 江  長 進
あがり　え  　ちょう  しん

　自宅からデイサービスを利用されています。テー
ファ（ユーモア）でまわりには常に笑いがありま
す。「コロナが落ち着いたら一杯飲みながらカラオ
ケがしたいなぁ」と楽しそうに話しています。

職員からみた長進さん

ドゥンチュイムニ 独り言

（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

抜本的な上水道の漏水対策は？
令和２年３月定例会あの質問・質疑どうなった！？

Good Job

か

書きました！
私が
わたし

を

平
成
30
年
度
の
村
の
年
間
配
水
量

の
内
、
無
効
水
量
の
比
率
は
１

５
・
４
％
と
な
っ
て
村
全
体
の
56
日
分

相
当
の
水
量
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
老

朽
化
し
た
配
水
管
か
ら
の
漏
水
が
無
効

水
量
の
大
き
な
要
因
と
考
え
る
が
、
抜

本
的
な
漏
水
対
策
は
。

質
浄
化
施
設
全
体
の
取
水
、
配
水
量

分
析
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
行

う
。
ま
た
、
年
次
的
に
漏
水
防
止
対
策

計
画
書
も
作
成
し
、
漏
水
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
令
和
４
年
度
に
本

部
、
伊
江
間
の
海
底
送
水
管
を
布
設
す

る
予
定
で
あ
る
。

答
毎
年
、漏
水
防
止
対
策
計
画
を
作

成
し
、計
画
書
に
沿
っ
て
漏
水
対
策

（
配
水
管
の
交
換
）に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
成
果
と
し
て
過
去
５
年
間
の
中
で
無

効
水
量
が
最
小
と
な
っ
た
。

　
令
和
４
年
10
月
18
日
に
本
部
、伊
江
間

の
海
底
送
水
管
を
布
設
。

現

いた「マリーゴールド」令和３年12月撮影50年間に一度の海底送水管の布設工事

　議会広報紙を手に取って頂き誠にありがとうございます。
12月号（№179）から、第20期議会広報調査特別委員会の
活動がスタートします。これまで行ってきた「読者に、よみや
すく、わかりやすく、伝わる、住民参加型」の広報紙作りを引
き継ぎ、新たなメンバーでいろんな企画にチャレンジしてい
きたいと思います。広報委員、議会事務局職員チバユン
ドー！
　これからも年４回発行の議会広報紙「いえそん」をご愛読
いただき、たくさんのご意見・ご感想をお待ちしております。

第20期議会広報調査特別委員会　一同

読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

印刷インキに植物由来の原料を配合して、
温室効果ガスの発生を低減しています。


